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平成18年６月６日（火）、博多都ホテル

（福岡市）におきまして、会員企業162名

出席のもと、平成18年度のK-RIP総会を

開催いたしました。

冒頭、麻生会長の挨拶、並びに来賓の

松井哲夫九州経済産業局長の挨拶に続き、

議長を選出（環境テクノス㈱鶴田暁社長）

し、５議案について審議し、すべて異議

無く了承されました。

その後、コクヨ株式会社代表取締役社長の黒田章裕様より『経営の信条・「カスの商売」で100年』

と題した記念講演をいただき、無事閉会いたしました。

第１号議案　
平成17年度事業報告について

第２号議案　
平成17年度収支決算報告について

第３号議案　
平成18年度事業計画（案）について

第４号議案　
平成18年度収支予算（案）について

第５号議案
役員の選任について
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麻 拶 生 会 長 挨 

只今、ご紹介いただきました

九州地域環境・リサイクル産業

交流プラザ会長の麻生でござい

ます。平成18年度のK-RIP総会

の開催にあたり、一言ご挨拶申

し上げます。

本日は、皆様お忙しい中平成

18年度の総会に、このように多

数ご参集いただき、誠にありが

とうございます。

皆様ご承知のとおり、K-RIP

は、平成11年に設立され、今年

で８年目を迎えております。当

初は情報提供や産学官のネット

ワーク形成を中心に事業を展開

し、13年度からは経済産業省が

推進する「産業クラスター計画」

のプロジェクトとして、九州経

済産業局のサポートを受けて、

事業化、起業化或いは販路開拓

への事業化に務めて参りまし



た。これもひとえに皆様方のご

理解とご協力によるものと、深

く感謝申し上げます。

さて、K-RIPは設立当初から

環境分野のネットワーク拡大・

深化に取組んでおり、平成17

年度からは（財）北九州産業学術

推進機構、㈱みなま

た環境テクノセンター、

（財）名瀬市営農センター

の３組織と連携して事

業を展開し、ネットワー

クの更なる拡大に努め

て参りました。また、

18年度は新たに（財）宮

崎県産業支援財団が加

わり、ネットワークの

一層の拡大・深化が図

られるものと期待して

おります。

一方、最重要課題である販路

開拓の代表的な取り組みと致し

ましては、昨年10月に北九州で

開催された西日本最大級の環境

展「エコテクノ2005」におい

てK-RIPが拠点組織と連携して

エコテクノの中心的な役割を担

い、会員の商品展示や商談を実

施するとともに、技術シーズの

発表の場として開催した環境イ

ノーベーションフォーラムにお

いても知的クラスター創成事業

と連携してビジネスマッチング

に務めました。

このようにK-RIP活動は、拠

点組織との連携を図りつつ引き

続きネットワーク拡大・深化に

勤め、更なる発展を目指して次

のステージである事業化・起業

化や新たなビジネスモデル創出

を進めており、今後もさまざま

な事業に積極的に取り組んでい

く必要があります。

また、18年度の事業計画と致

しましても戦略分野事業化等研

究会や環黄海経済・技術交流会

議に合わせた中国へのミッショ

ン派遣などの新規事業や

K-RIP成果発表会などの

継続事業と内容的にも盛

りだくさんな事業計画と

なっております。これら

の取組を成果あるものと

するため、会員の皆様方

のより一層のご協力をお

願い致します。

なお、本日の記念講演

は、事務用品等で有名な

コクヨ株式会社の黒田社

長をお招きいたしており、

本日の総会に相応しい講演にな

るものと期待致しております。

最後になりましたが、本日お

集まりの皆様方と関係各位の今

後益々のご活躍を祈念して私の

ご挨拶と致します。
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麻生　　泰 会長

コクヨは1905年に、祖父の

善太郎が26歳の時に創業しまし

た。コクヨという社名は、創業

者である祖父が19歳の時に越中

富山から大阪に上阪し、26歳で

独立するまで、是非国の誉れ、

越中富山の誉になりたいという

思いを持っており、コクヨとい

うブランドを付けました。創業

者は大阪にきて、いくつかの仕

事を経験したのち表紙店に４年

半丁稚奉公し、黒田表紙店を興

しました。表紙店というのは、

番頭さんが帳場で開いて、書き

込みをされています昔の和帳の

ことで、創業者は、この表紙を

作るところからスタートを切り

ました。

カスの商売という意味です

が、前記のとおり、創業者は

1905年に独立して、以前の表

紙店で働いている時の得意先を

回った時に、ある方から次のよ

うに言われました。「黒田君た

いへんな仕事を選んだね。世の

中には、お金を持っている人は

工場を建て、多くの機械を入れ

てお金儲けができる仕事を選ん

でいる。また、大学を出て、非

常に勉強されて技術を持ってい

る人たちは、新しい仕事にチャ

記 念 講 演 

カスの商売、創業者の理念

テーマ『経営の信条・「カスの商売」で100年』
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レンジしている。また、大勢の

仲間を持っている人たちは、そ

の仲間の知恵を集めて時代を先

取りするような仕事をしている

ね。君をみているといつもひと

りで、小学校しか出ていなくて、

お金も多分ないだろう。そうい

う人たちがやる仕事というもの

は本当にいい仕事は残っていな

いよ。君はそういう中で、こう

いう仕事を選んだ。まさしくカ

スの商売しか残っていないね」

これを聞いて創業者は、

「そうだ、私に相応しい

のはカスの仕事だろう。

しかし、世の中に無くな

ると困る仕事だろう。は

じめからカスの商売だと

腹据えてかかれば腹も立

つまい、自分が惚れ込み

さえすれば世の中にカス

の商売等ありえない。」

というふうに思いまし

た。世の中の日陰にあるよ

うな仕事、なくてもいいような

仕事、でもそれが誰かのお役に

立っているような仕事、それは

一杯あると思います。それをた

だやるというのではなく、腹を

据えて惚れこんでやろう、こう

いうふうに創業者は考えカスの

商売に取り組みました。以来

100年間、本人は88歳で亡くな

りましたが、あとに続いた父も

叔父もそして私も4代に亘ってカ

スの商売を進めていこうという

ふうに考えたわけであります。

また、創業者は非常に不遇な

幼少時代、少年時代を経験して

参りまして、多くのひとにお世

話になってようやく事業を興す

という経験をしました。そのた

め、社会のお陰という意識が非

常に強く、社会への恩返しをい

つも考えておりました。安くて

良い製品を作り続けることを常

に考え、正しい仕事をしよう、

役に立つ仕事をしよう、喜んで

もらえる仕事に変えようという

考え方は、社員全員が持ってい

ると私たちは思っております。

創業期は明治38年～戦前くら

いまでというふうにお考えいただ

ければ良いと思います。刷毛で

和紙を貼る表紙の仕事から始め

たわけですが、当時は、セブン

イレブンや３万５千店という文

具店もなく、一つのいい製品が

売れれば問屋さんが日本国中に

広げてもらえるような流通もあ

りません。刷毛で紙を貼るとい

うカスの商売が大きな成功のき

っかけを掴んだというのは、た

った一冊の本「太閤記」です。

創業者はお祭りに行ったり、お

菓子を買う以上にこの「太閤記」

を読みたかった。ところが、昼

間は仕事、夜になると電気が消

え、早く寝かされます。創業者

は、普通の刷毛は６回塗ります

が、３回塗れば、和紙に糊が均

等に塗れる別製の刷毛を刷毛屋

さんにオーダーし、他の丁稚さ

んの倍のスピードでこの表紙を

作ることができ、余った時間に

「太閤記」を職場で堂々と読む

ようになりました。その後も、

創業者は、いろんな工夫をして

いき、26歳で独立し、多くの得

意先をそのまま持ってスタート

を切りました。

和帳に工夫を加え、裏に革を

張って、1年間使われても反ら

ない工夫をしてお客さまに届け

ました。その内、口伝えに黒田

表紙店の和紙は良さそうだとい

うことが広がり、小さな

商売ですが、名を轟かせ

るようになって参りまし

た。これが、カスの商売

の出だしであります。

便箋でありますが、当

時は表紙と真ん中に入っ

ている吸い取り紙、裏の

ボール紙を入れて100枚

でした。創業者は、中身

が100枚のものを作り

「正100枚」という文字を入

れました。これは、業界から袋

叩きにあいましたが、お客さま

に対する正直なこだわりを徹底

したということであります。

帳簿につきましては、縞模様

が付いています。一枚抜けば、

縞模様が変わるので、「私の帳

簿は正式な、正しい、正直な一

年間の結果ですよ」ということ

を報告できるという創業者が考

えた方法です。

伝票というのが登場します。一

つの会計システムで、貸・借をま

とめて帳簿に写して処理していく

という古い時代の仕組みですが、

今でもたくさん使われているとこ

ろがあります。この、帳簿や伝票

を販売しようと、作るための機械

黒田　章裕氏（コクヨ株式会社　代表取締役社長）

創業期

成長期
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を世界中探して回りましたが、あ

りませんでした。創業者は、この

機械を開発し、桁数は充分ありす

ぎるが、いつでも文具屋に行った

ら売っているということを始めま

した。

こういう中、私たちの取り扱

う商品の範囲が徐々に広がりは

じめました。オフィスで使われ

る帳票類、それを入れる入れ物

ということで総合事務用機器メ

ーカーとしての道をたどり始め

ました。単に中の文房具、紙製

品だけでなく総合的にお客さま

に商品を提供するというスタン

スを持つようになりました。

机、椅子等のこれらの商品は、

後発メーカーでありますが、10

年にしてナンバーワンになりま

した。これは、全国に5万件あ

る販売店さんの全部ではありま

せんが協力、専門代理店66社の

協力が大きく、今のコクヨの基

礎になったのではないかと思っ

ています。

お客さまの必要とされる商品

が専門代理店を通じて要求され、

商品数が13万アイテムまで拡大

しました。お客さまが望まれる

商品をいかに早く届けるかとい

うことで、100万冊のカタログ

を作りました。このカタログは

お客さまの、庶務だとか総務の

バイブルとして使われ、このカ

タログを開きさえすれば、当時

オフィスで必要な商品は見つけ

ることができ、これを3万件の

販売店に注文する、合わせて全

国に27万平米の配送センターを

有するようになり、こういう拡

大期に私たちは参りました。

私が入社した昭和47年には、

私たち新入社員は、今の会長で

あります父から会社が拡大した

理由について「カスというもの

に対する徹底性だ。我々がもし

世の中の先輩企業から勝ってい

るようなものがあるとすれば、

惚れ込みと腹に据えたこだわり

と徹底性で、私たちは決して派

手な会社ではないけれど、少し

ずつ着実に進めていくことを美

学として進めてきた会社で、ど

んなことでもいい続けようじゃ

ないか、どんなことでもいい徹

底しようじゃないか」というこ

とを私たち新入社員に話し、い

までも非常に鮮烈に記憶に残っ

ています。

このようにカスの商売を進め

ることで、売上高が３千億円を

超えるような企業に、バブル期

でありますが成長しました。た

だ一方では、私たちの気づかな

いところで、我々が今まで想像

しなかったような規模で、国際

化、情報化、オフィスの環境の

変化というものが、私たちの把

握できないスピードで進んでき

ていったのではないかと思いま

す。合わせて、私たちの強みで

あった流通と言われる全国の５

万件の文具屋さん、66の専門代

理店を遥か空中を飛んでビジネ

スというのがこの時期にスター

トを切りました。新しいカタロ

グ通販と言われる、ネットで注

文するもの等です。私たちが十

人十色の時代を過ごしたとすれ

ば、今は十人一万色、そのよう

な時代ではないかと思っており

ます。

この結果、コクヨの成長は止

まってしまいました。私たちは

顧客そのもののこだわりに対応

するために、カスのモデルを

営々として100年進めて参りま

したが、後半10年間は、見事に

成長がとまってしまいました。

ちょうどそういう時期に100周

年を迎えることになりました。

100周年の社長メッセージはお

客さまに『訊け』というもので、

カスの商売の徹底をもう一度、

ゼロからやりなおしましょうと

４千人の社員に問いかけまし

た。私たちも販売店さんも一緒

になって、聞き手を増やして訊

きに行こう、面倒でやっかいな

仕事を進めていくようにしまし

た。これが、新カスの商売です。

ワークサポートサービス、ワー

クハッピー、ユニバーサルデザ

イン、セキュリティー、中国、

BtoC、オフィスポータル等新

カスの商売に取り組んでおりま

す。

私たちはカスのモデルに常に

こだわりを持って、惚れ込んで、

そして腹を据えて、お客さまに

喜んでいただけるサービスを提

供し続けて参りました。引き続

きまして、コクヨはメインでは

ございませんが、皆さま方のど

こかでお役に立つ商材を提供し

続けていく所存でございますの

で、ご縁がございましたら、お

話やらご指導をいただければ有

難いと思っております。

お聞き取りいただきましたこ

とに心からお礼を申し上げ、私

の講演とさせていただきます。

どうもありがとうございまし

た。

拡大期

新カスの商売
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役員名簿 
会　　長 
㈱麻生 

副 会 長 
旭化成㈱ 

環境テクノス㈱ 

九州電力㈱ 

西部ガス㈱ 

新日本製鐵㈱ 

理　　事 
雲海酒造㈱ 

㈱エコシステム 

王子製紙㈱ 

㈱環境セキュリティ・システム研究所 

九電産業㈱ 

㈱黒田工業 

金剛㈱ 

㈱サニックス 

山九㈱ 

太平洋セメント㈱ 

チッソ㈱水俣本部 

(独)中小企業基盤整備機構九州支部 

電源開発㈱ 

東陶機器㈱ 

トヨタ自動車九州㈱ 

西日本技術開発㈱ 

日本浄水管理㈱ 

パナソニック コミュニケーションズ㈱ 

㈱フクユー緑地 

㈱松田興業 

㈱三井ハイテック 

三井物産㈱ 

碩日本鉄リサイクル工業会 

蹟九州産業技術センター 

北九州市 

大牟田市 

水俣市 

九州工業大学　 

大分大学　 

監　　事 
㈱西日本シティ銀行 

碩九州・山口経済連合会 

顧　　問 
福岡県リサイクル総合研究センター 

九州経済産業局 

 

代表取締役社長　 

 

取締役兼執行役員延岡支社長 

代表取締役 

常務取締役 

常務取締役 

取締役八幡製鐵所長 

 

代表取締役社長 

代表取締役 

執行役員日南工場長 

代表取締役社長 

取締役環境部長 

代表取締役 

代表取締役社長 

代表取締役 

九州エリア長 

九州支店長 

取締役常務執行役員本部長 

支部長 

九州支社長 

環境推進室長 

取締役生産管理部長 

環境整備部長 

取締役会長 

環境本部長 

代表取締役 

代表取締役 

常務取締役管理本部長 

理事九州支社長 

九州支部長 

専務理事 

環境経済部長 

産業経済部産業振興担当部長 

総務企画部長 

学長 

学長 

 

公務金融法人部長 

経済産業本部長 

 

センター長 

局　長 

 

 

環境事業部部長 

 

代表取締役 

 

社長室付副部長 

九州環境カウンセラー協会代表幹事 

 

麻生　　泰  

 

水谷　　茂  

鶴田　　暁  

武田　守正  

由良　範隆 

浜本　康男 

 

中島　勝美 

菅　　洋一 

林　　秀明 

米ヶ田健司 

松田　憲明 

黒田　　實  

宮増　邦雄 

宗政　伸一 

重岡　誠司 

竹野　孝之 

田畑　暢哉 

村上　広昭 

丸山　勝久 

内田　照雄 

徳田　勇治  

木寺佐和記 

井料　豊久 

井手　正史 

栗山　昌高 

松田　正則 

大森　昌勝 

松山　良一　 

池尻　徹男 

野田　博之　　 

今永　　博   

村上　義弘 

葦浦　博行 

下村　輝夫 

羽野　　忠   

 

木原　　一 

國政　淳一 

 

花嶋　正孝 

川口　　修 

 

 

坂田　昌己 

 

末竹　　哲 

 

秋山　武康 

松浦　茂雄 

㈲共栄資源管理センター小郡 

西部ガス㈱ 

独立行政法人　中小企業基盤整備機構　九州支部 

西日本環境エネルギー㈱ 

㈱フクユー緑地 

三菱マテリアル㈱ 

㈱矢敷環境保全 

九州工業大学 

調査・情報・啓発部会 
部 会 長 

九州電力㈱ 

副部会長 

㈱西村鉄工所 

幹　　事 

大谷化学工業㈱ 

九州大学 

㈱九州総研 

㈱九州テクノリサーチ 

チッソ㈱　水俣本部 

電源開発㈱　西日本支店 

㈱三森屋 

九州工業大学 

プロジェクト部会 
部 会 長 

新日本製鐵㈱八幡製鐵所 

副部会長 

三井物産㈱九州支社 

幹　　事 

九州大学 

環境テクノス㈱ 

産業技術総合研究所 九州センター 

住友商事㈱ 九州・沖縄ブロック 

日鐵運輸㈱ 

㈱マサキ・エンヴェック 

熊本県工業技術センター 

宮崎県工業技術センター 

蹟かごしま産業支援センター 

吉玉精鍍㈱ 

九州工業大学 

需要創出部会 

部 会 長 
㈱ワイビーエム 

副部会長 

長崎大学 

幹　　事 
熊本大学 

北九州市立大学 

宮崎大学 

鹿児島大学 

産業技術総合研究所 九州センター 

九州環境技術研究所 

山九㈱　九州エリア 

つちやゴム㈱ 

三菱商事㈱九州支社 

伊藤忠商事㈱九州支社 

九州工業大学 

代表取締役 

総合企画室環境・国際室長 

営業推進役 

新規事業推進部課長 

代表取締役 

九州工場技術部環境リサイクル課長 

代表取締役 

工学部建設社会工学科教授 

  

 

環境部環境部長 

 

代表取締役社長 

 

代表取締役 

大学院工学研究院環境都市部門教授 

代表取締役 

環境ソリューションセンター取締役センター長 

管理部長 

支店長代理（福岡市駐在） 

社会環境事業担当 

地域共同研究センター教授 

  

 

総務部開発企画グループ部長 

 

プロジェクト統括部長 

 

大学院工学研究院応用化学部門教授 

開発部プロジェクト担当部長 

九州産学官連携センター産学官連携コーディネーター 

企画管理部長 

環境事業部事業部長 

代表取締役 

材料開発部部長 

資源環境部部長 

産学連携センター課長 

代表取締役社長 

副学長 

  

 

代表取締役会長 

 

環境科学部環境科学科教授 

 

法学部教授 

国際環境工学部助教授 

工学部物質環境化学科教授 

農学部生物環境学科教授 

産学官福岡サイト 

所長 

環境事業推進部九州地区担当部長 

代表取締役社長 

業務経理部部長 

企画開発室長 

大学院生命体工学研究科教授 

野増　千尋 

野口　宏美 

久保山雅生 

原田　達朗 

栗山　昌高 

野口　竜二 

矢敷　和男 

仲間　浩一 

 

 

森元　　豊 

 

西村　仁志 

 

梅田　佳暉 

島谷　幸宏 

工藤　憲男 

枌　　康則 

辻　　良二 

松尾　昌美 

荒木　正信 

角中　正博 

 

 

井川　順司 

 

平塚　伸也 

 

北條　純一 

弟子丸克彦 

安部　英一 

山口　克彦 

今井　忠道 

眞増　建次 

永田　正典 

中田　一則 

遠矢良太郎 

吉玉　典生 

水垣　善夫 

 

 

吉田　哲雄 

 

武政　剛弘 

 

外川　健一 

福田　展淳 

保田　昌秀 

守田　和夫 

萩尾　　剛 

齊藤　清美 

白石　　学 

倉田　雄平 

本庄　伸一 

三箇　正彦 

春山　哲也 

各部会幹事名簿 
交流部会 
部 会 長 
㈱麻生 

副部会長 
㈲日研 

幹　　事 
旭化成㈱ 

NPO法人環境カウンセラー全国連合会九州ブロック協議会 
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100
古紙配合率100％再生紙を使用しています。 大豆インクを使用しています 

九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）事務局 
〒812-0013 
福岡市博多区博多駅東2丁目13－24

蹟九州産業技術センター内 
TEL 0 9 2－474－0042 
FAX 0 9 2－472－6609  
URL http://www.k-rip.gr.jp/ 
e-mail info@k-rip.gr.jp

【Kyushu Recycle and Environmental Industry Plaza】（KーRIP） 

蹟九州産業 
　技術センター 

西日本シティ銀行西日本シティ銀行 西日本シティ銀行 

西日本シティ銀行 西日本シティ銀行 

西日本シティ銀行西日本シティ銀行 西日本シティ銀行 

　年度が変わり、４月～６月は、「K-RIPプロジェクト」、「各部会/幹事会」「運営会議」開催、
「役員会・総会開催」等あわただしく過ごし、７月は一息入れ、ほっとしているところです。 
　地球環境問題の進展等、環境・リサイクル産業はますます重要になっていくと思われます。
今年度も会員の皆さまの役に立つK-RIPを目指していきます。皆さまも遠慮なく、お問い合
わせ等いただきますようお願いいたします。 

編集後記 

「専門家派遣事業」のお知らせ 
～仕事でお困りの方に専門家を派遣します 

 K-RIPでは、昨年度に引き続き「専門家派遣事業」を開催いたします。 
この事業は、K-RIP会員企業の皆さまを対象に、現在直面している課題に対する助言・情報
提供を行い、課題解決の支援を行うものです。申込をいただいた会員の皆様を訪問して相談
を受け、専門家によるアドバイス等の支援を実施いたします。 
・実施期間 
　平成18年６月20日（火）～ 平成19年２月23日（金） 
・申込み方法 
　K-RIPホームページ（会員限定サイト）からお申込みいただけます。 
　お申込み後、事務局で専門家を選任し派遣いたします。 
・費　用 
　無　料（ただし２回目まで） 
・相談対応者（専門家） 
　（社）日本技術士会九州支部 
　  監査法人　トーマツ　　　等 
　　  ＊ ご不明な点はK-RIP事務局（連絡先　下段）までご連絡ください。 

「専門家派遣事業」のお知らせ 
～仕事でお困りの方に専門家を派遣します 

 

「専門家派遣事業」のお知らせ 
～仕事でお困りの方に専門家を派遣します 

 

広報紙「K-RIP情報」への会員情報掲載について 
技術紹介、表彰、各企業の紹介他各会員の情報にスポットをあて、紹介いたします。 
情報の掲載を希望される方は、K-RIP事務局までご連絡ください。 
（連絡先　下段） 

広報紙「K-RIP情報」への会員情報掲載について 広報紙「K-RIP情報」への会員情報掲載について 
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